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　運動会的保育参観に参加いただきありがとうございました。 
例年と同じような運動会はできず中止にし、保育参観として特別の様式・日程となりましたが、保護者の

皆様にはご理解・協力いだだき、保育参観として滞りなく終わることができました。感謝申し上げます。 
そんな中でも、子どもたちは、いつもの運動会と同じようにすてきな笑顔や普段見ることのないような真

剣な顔を見せてくれました。たくさんの人が見ていることの緊張で普段とは違う子どもたちもいました

が、やりたいけど踏み出せない子どもたちへも温かいまなざしがいっぱいあったこともほくぶならではと

うれしくなりました。 
　幼稚園生活最後の年長児の跳び箱では、顔から落ちながらも何度も挑戦し終わって戻ってくる仲間の顔

を撫でながら声をかけている姿を見かけました。自分のことのように喜び見守ってくれている仲間がいる

ことが力になっていることも再認識しました。 
跳び箱に挑戦し始めて１か月の取り組みは、子どもたちの中にたくさんの葛藤があったことと思います。

しかし、クラスの仲間や先生方に支えられ乗り越え、当日を迎えました。 
これまで仲間とたくさん遊び、生活づくりや散歩を楽しんできました。これからも、心も身体も十分に発

達してきた年長児はますます意欲が高まり、自信につながり、また、それをみて育っている年中・年少さ

んには、憧れの存在となっています。 
 
　◆各学年保育参観日におひさまネットお写んぽサークルさんの皆さんより動画撮影のご協力をしていた

　　だきました。 
　　　今後動画を整理し、各学年取り組みごとにYouTubeへアップロードし、学年の保護者のみ見れるよ
　　うに限定配信したいと思います。11月中旬にはコドモンメッセージからYouTube動画リンクを送信し
　　ますので、もうしばらくお待ちください。 



●　各学年の保育参観日の取り組みについて紹介● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



       【年中】４歳児（ぱんだぐみ・うさぎぐみ） 
　保育参観当日まで、「運動会〇〇が来る！」と保護者の方が見に来てくれることを楽しみにしていた年中さ

ん。保護者の方を目の前に、嬉しい気持ちと緊張が入り混じる子ども達でしたが、いつものようにサーキットや

かけっこを楽しんでいました。日頃から、それぞれが挑戦してきていた雲梯や鉄棒・ウレタンマットも挑戦する

姿を保護者の方に直接見てもらって、嬉しそうな子ども達でした。 
 
　何度もぱんだとうさぎで勝負を重ねてきた玉入れ！取り組み始めの頃は、うさぎの圧勝が続いていました。 
そこから「どうやったら勝てるか」「勝ち続けるためにはどうするか」と各クラスの話し合いが始まりました。 
作戦を立ててみては、実践！実践してみては、また話し合い！を重ねていきました。話し合いを重ねて対決する

うち引き分けが続き、迎えた当日。ぱんだの圧勝！！！！3度勝負しても全くうさぎが勝つ兆しが見えず…そん
な中、急遽“保護者玉入れ”をして保護者の皆様の力を借りることに！玉入れの勝負へ向かう保護者の方のかっこ
いい姿といったら！子ども達大喜び！そして全力応援でした。保護者対決は、うさぎ保護者の勝ち！うさぎさん

は、その前の3連敗などなかったかのような勝利の喜びを感じているようでした。保護者の方のおかげもあり、
両クラス勝利を味わい、楽しい玉入れの思い出とすることができました。 
保護者の皆様、急な玉入れのお誘いに快くご参加いただきありがとうございました。 
 
 
　 
              　 
 
 
 
 
 
 

 



  未満児・満3歳児さんも秋をしっかり満喫しています。 
　　　　　　　　今年はお芋が大収穫です。畑で食べる焼き芋は最高です。 

 
 
 　　　 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　　　●あそびっこについておしらせ● 
　・アンケートの回答のご協力ありがとうございます。皆様に頂いたアンケート集計結果をもとに日数　
　　の調整をさせていただきたいと思います。11/6(金)までに移動が可能な方へ個別に声掛けをさせてい　
　　ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 
　・現在、アンケート集計結果では3日目【11/19(木)】の保護者の方の参加が少ない状況にあります。 
　　保護者の方で3日目に移動してもいいという方がいらっしゃいましたら、各クラス担任までお知らせ　
　　ください。 
 
 
 
 
 
 


